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をなし、それらを進める何らかの切り口が、今後、見えてくることを期待している。
注
1）2010年9月に、九州大学高等教育開発推進センターを訪問した。その際、アドバイスいただ
いた内容である。
2）同じく、九州大学高等教育開発推進センターを訪問した際、我々の共同研究では、この
「土壌」作りをしていると指摘いただいた。
3）同じく、九州大学高等教育開発推進センター訪問時にアドバイスいただいた内容である。
文献
伊藤京子・黒瀬啓之・高見愛・白井将之・清水良介・西田正吾（2010a）「顔面疾患を有
する患者と医師とのコミュニケーション媒体の提案」『電気学会論文誌C』130（11）
：2021−2030.
伊藤京子・西村ユミ（2010b）「インタフェースの評価方法の提案にむけた試み−iFace利用場
面の相互行為の分析」『電子情報通信学会技術研究報告　IEICE Technical Report』110（33）
：29−34.
伊藤京子・西村ユミ（2010c）「患者の主訴を見い出すインタフェース設計に向けた試
み――iFace利用場面の相互行為の分析から」『ヒューマンインタフェース学会研究会報告
集』12（5）：11−20.
ナンシー，J.（著）・西谷修（訳編）（2000）『侵入者――いま〈生命〉はどこに？』以文社.
西阪仰（1997）『相互行為分析という視点――文化と心の社会学的記述』金子書房.
